
一

畜
舎
改
修

密
閉
型
堆
肥
装
置

生
物
生
産
科

細
川

裕

�

設
置
の
背
景

平
成
一
〇
年
頃
か
ら
本
校
周
辺
の
民
家
か
ら
畜
産
臭
気
や
ハ
エ
の
発
生
に
対
す

る
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
平
成
一
二
年
に
は
周
辺
の

民
家
と
の
間
で
今
後
養
豚
部
門
を
廃
止
し
、
養
鶏
の
み
と
す
る
こ
と
を
約
束
し
、

平
成
一
四
年
か
ら
は
完
全
に
養
豚
部
門
を
廃
止
し
た
。

し
か
し
、
臭
気
や
ハ
エ
に
対
す
る
苦
情
は
や
ま
ず
、
苦
情
の
行
き
先
も
学
校
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
福
井
市
、
福
井
県
に
ま
で
届
け
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
堆
肥
舎

を
中
心
に
早
急
な
臭
気
・
ハ
エ
対
策
が
不
可
避
と
な
っ
た
。

当
時
は
、
鶏
舎
北
側
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
土
間
の
開
放
型
堆
積
方
式
の
堆
肥
舎
が

二
棟
あ
り
、
一
棟
は
入
り
口
に
扉
が
あ
る
が
も
う
一
棟
は
扉
が
な
い
状
況
だ
っ
た
。

と
も
に
片
流
れ
屋
根
が
あ
り
、
屋
根
と
壁
の
間
に
は
通
風
・
換
気
の
た
め
に
隙
間

が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
堆
肥
舎
に
は
三
つ
の
発
酵
枡
が
あ
り
、
順
次

家
畜
排
泄
物
を
堆
積
し
、
二
週
間
に
一
度
く
ら
い
の
割
合
で
ホ
イ
ル
ロ
ー
ダ
ー
を

用
い
て
切
り
返
し
を
行
い
、
完
熟
し
た
も
の
か
ら
圃
場
に
還
元
し
て
い
た
。

そ
こ
で
、
緊
急
的
対
策
と
し
て
、
①
悪
臭
の
拡
散
を
少
な
く
す
る
た
め
、
扉
の

な
い
も
の
は
極
力
使
用
し
な
い
。
扉
の
あ
る
も
の
も
屋
根
と
壁
の
隙
間
に
ビ
ニ
ー

ル
を
貼
る
。
②
悪
臭
発
生
の
抑
制
と
ウ
ジ
を
死
滅
さ
せ
る
た
め
、
家
畜
排
泄
物
を

堆
積
す
る
時
に
石
灰
窒
素
を
散
布
す
る
。
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
根
本
的
対
策
と
し
て
、
平
成
一
一
年
に
施
行
さ
れ
た
「
家
畜
排
せ
つ
物

の
管
理
の
適
正
化
及
び
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
に
沿
っ
た
処
理
を
行
う
た

め
に
平
成
一
五
年
よ
り
産
業
教
育
振
興
費
国
庫
補
助
の
特
別
装
置
と
し
て
「
密
閉

型
堆
肥
装
置
」
の
要
求
を
開
始
し
た
。

�

施
設
の
概
要

平
成
一
七
年
に
特
別
装
置
の
申
請
が
承
認
さ
れ
、
一
八
年
二
月
に
業
者
と
の
間

で
契
約
を
取
り
交
わ
し
、約
一
年
の
工
期
を
経
て
平
成
一
九
年
三
月
に
待
望
の「
密

閉
型
堆
肥
装
置
」
が
完
成
し
た
。

施
設
は
、
鶏
舎
の
北
側
に
建

設
し
、
約
七
ｍ
×
九
ｍ
で
高
さ

約
七
ｍ
の
発
酵
槽
と
脱
臭
装
置

を
備
え
た
堆
肥
装
置
と
し
た
。

発
酵
槽
は
臭
気
拡
散
や
害
虫
の

侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
密
閉
型
縦

型
発
酵
装
置
と
し
、
処
理
能
力

は
鶏
糞
を
一
五
〇
㎏
／
日
と
採

卵
鶏
一
千
羽
飼
育
に
対
応
し
た

も
の
と
し
た
。
発
酵
槽
で
発
生

し
た
臭
気
の
処
理
の
た
め
に
ロ

ッ
ク
ウ
ー
ル
を
脱
臭
剤
に
用
い

た
「
緊
プ
ロ
型
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル

脱
臭
装
置
」
を
併
設
し
た
。
脱

臭
能
力
は
、
ア
ン
モ
ニ
ア
二
〇

〇
ppm
の
空
気
を
送
り
込
ん
で

第
三
章

施

設
・
設

備
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も
排
出
時
に
は
五
ppm
以
下
に
す
る
能
力
の
も
の
と
し
た
。
併
せ
て
処
理
後
の
鶏

糞
を
堆
肥
と
し
て
販
売
で
き
る
よ
う
に
袋
詰
め
の
装
置
も
導
入
し
、
元
の
堆
肥
舎

を
改
修
し
そ
の
中
に
設
置
し
た
。
ち
な
み
に
総
工
費
は
二
五
、
五
九
九
、
〇
〇
〇

円
だ
っ
た
。

�

今
後
の
活
用

「
密
閉
型
堆
肥
装
置
」
は
家
畜
排
泄
物
を
処
理
す
る
た
め
に
有
効
で
あ
り
、
畜

産
臭
気
や
ハ
エ
の
発
生
を
抑
え
る
な
ど
「
畜
産
」
の
授
業
展
開
を
保
証
す
る
た
め

に
も
必
要
不
可
欠
な
施
設
で
あ
る
と
思
う
。

近
年
、
我
が
国
全
体
が
資
源
循
環
型
社
会
へ
の
移
行
が
求
め
ら
れ
る
と
と
も
に

環
境
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
家
畜
排
泄
物
を
資
源
と
し
て

適
正
に
管
理
し
、
堆
肥
と
し
て
農
業
の
持
続
的
発
展
に
資
す
る
土
づ
く
り
に
積
極

的
に
活
用
す
る
施
設
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
切
望
す
る
。

成
鶏
舎
リ
フ
ォ
ー
ム

生
物
生
産
科

�
�

裕
武

本
校
で
、
鶏
の
家
と
も
い
え
る
鶏
舎
が
昭
和
五
三
年
よ
り
約
三
〇
年
使
わ
れ
老

朽
化
し
て
き
た
た
め
、
平
成
二
二
年
度
に
リ
フ
ォ
ー
ム
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、

最
新
の
設
備
が
入
り
生
徒
達
に
現
場
に
即
し
た
知
識
や
実
習
を
体
験
さ
せ
る
こ
と

が
可
能
に
な
っ
た
。
ま
た
、
新
し
く
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
鶏
舎
が
鶏
の
糞
尿
処
理
改

善
に
も
つ
な
が
っ
た
の
で
、
そ
の
こ
と
に
絞
っ
て
説
明
し
た
い
。

本
校
で
は
糞
尿
を
鶏
糞
発
酵
装
置
に
入
れ
処
理
し
て
い
る
。
本
校
の
飼
養
羽
数

は
、
一
ケ
ー
ジ
に
一
羽
飼
い
で
約
八
〇
〇
羽
で
あ
る
。
こ
こ
で
本
校
一
日
あ
た
り

に
発
生
す
る
糞
尿
を
概
算
で
見
積
も
っ
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
成
鶏
の
一
日
の
餌
の

量
は
お
よ
そ
一
三
〇
ｇ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
餌
量
を
一
羽
あ
た
り
一
〇
〇
ｇ
と
少

な
く
見
積
も
っ
て
も
本
校
で
一
日
あ
た
り
必
要
な
餌
量
は
、
八
〇
�
と
な
る
。
ま

た
、
卵
一
個
あ
た
り
の
重
さ
を
約
六
〇
ｇ
と
し
て
、
仮
に
八
〇
〇
羽
全
て
の
鶏
が

卵
を
産
ん
だ
と
考
え
る
と
四
八
�
と
な
る
。
こ
れ
ら
か
ら
少
な
く
見
積
も
っ
て
も

一
日
あ
た
り
三
〇
�
以
上
の
糞
尿
が
発
生
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
重

要
な
の
は
、
い
か
に
早
く
鶏
糞
を
発
酵
さ
せ
る
か
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
糞
尿

を
い
か
に
早
く
乾
燥
さ
せ
る
か
が
重
要
で
あ
る
。
新
し
く
リ
フ
ォ
ー
ム
さ
れ
た
鶏

舎
で
は
、
ケ
ー
ジ
の
下
に
落
ち
た
糞
尿
に
対
し
、
フ
ァ
ン
で
風
を
送
る
こ
と
で
乾

燥
促
進
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
鶏
の
水
飲
み
装
置
が
ニ
ッ
プ
ル
に
替
わ
っ
た
こ
と

で
、
鶏
が
水
を
飲
み
過
ぎ
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
糞
尿
の
水
分
含
量
が
減
っ
た
こ

と
も
大
き
い
。
こ
れ
に
よ
り
、
以
前
よ
り
も
短
時
間
で
糞
尿
を
処
理
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
鶏
の
糞
尿
は
家
畜
の
中
で
も
特
に
く
さ
い
が
、

そ
の
理
由
は
尿
の
中
に
含
ま
れ
る
ア
ン
モ
ニ
ア
が
原
因
で
あ
る
。
水
分
が
減
る
こ

と
で
ア
ン
モ
ニ
ア
量
も
減
り
、
臭
い
も
改
善
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
、
す
ば
ら
し
い
鶏
舎
に
感
謝
し
、
日
々
の
家
畜
と
の
関
わ
り
を
大

事
に
し
教
員
生
徒
共
々
長
く
大
事
に
鶏
舎
を
使
っ
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

二

校
舎
耐
震
診
断

第
一
体
育
館
耐
震
工
事
〔
平
成
二
〇
年
一
二
月
二
五
日
完
成
〕

体
育
科

宇
城

敏
史

平
成
七
年
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
発
生
し
、
兵
庫
県
を
中
心
に
大
阪
府
、
京

都
府
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
被
害
の
様
子
は
日
本
国
内
の
み
な
ら

ず
、
世
界
中
に
衝
撃
を
与
え
る
も
の
と
な
っ
た
。
ま
た
、
平
成
一
五
年
に
は
、
マ

ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
耐
震
強
度
を
偽
装
し
て
い
た
「
構
造
計
算
書
偽
造
問
題
（
別
名

耐
震
偽
装
問
題
）」が
発
覚
し
、
建
築
物
へ
の
安
全
性
に
疑
問
を
抱
く
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
事
件
を
境
目
に
、
「
住
」
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
耐
震
強
度

の
確
認
工
事
や
耐
震
工
事
が
全
国
的
に
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
福
井
県
の
各
学

校
も
耐
震
工
事
を
行
っ
て
い
る
。
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我
が
福
井
農
林
高
校
第
一
体
育
館
に
耐
震
工
事
が
入
っ
た
の
は
、
平
成
二
〇
年

六
月
の
こ
と
で
あ
る
。
第
一
体
育
館
は
、
体
育
の
授
業
や
集
会
、
放
課
後
に
は
、

郷
土
芸
能
部
・
卓
球
部
等
が
活
動
場
所
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
体
育
祭

や
、
農
文
祭
な
ど
の
学
校
行
事
の
準
備
や
発
表
場
所
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

耐
震
工
事
期
間
中
、
授
業
は
、
第
二
体
育
館
と
グ
ラ
ン
ド
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

み
を
利
用
し
、
特
に
テ
ニ
ス
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
、
外
で
で
き
る
種
目
を
多
く
取
り

入
れ
、
生
徒
の
活
動
が
縮
小
し
な
い
よ
う
に
工
夫
し
た
。
集
会
は
第
二
体
育
館
で

行
い
、
伝
達
表
彰
時
に
は
、
簡
易
な
仮
設
の
ス
テ
ー
ジ
を
用
意
し
工
夫
し
た
。
部

活
動
で
は
、
郷
土
芸
能
部
は
、
駐
車
場
（
屋
外
）
や
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
場
（
第
二

体
育
館
内
）
等
で
行
っ
た
。
特
に
、
駐
車
場
で
は
、
太
鼓
に
毛
布
を
掛
け
る
な
ど
、

近
隣
住
民
へ
の
騒
音
防
止
策
等
に
も
配
慮
し
た
。
卓
球
部
は
農
場
教
室
ま
で
、
卓

球
台
を
移
動
し
そ
の
教
室
で
活
動
を
行
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
年
の
農
文
祭
の
発
表
は
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ザ
を
借
用
し
た
。
準

備
や
生
徒
の
移
動
方
法
に
関
し
て
は
綿
密
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
危
険
の
な
い
よ

う
に
計
画
・
実
行
し
た
。こ
う
し
て
、耐
震
工
事
期
間
を
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
た
。

工
事
が
完
成
し
、
授
業
や
学
校
行
事
・
部
活
動
で
安
心
し
て
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
い
ざ
と
い
う
と
き
、
安
心
し
て
避
難
で
き
る
場

所
に
も
な
っ
た
。
耐
震
工
事
に
携
わ
っ
た
す
べ
て
の
方
々
に
感
謝
し
、
い
つ
ま
で

も
大
切
に
使
用
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

産
振
実
習
教
棟
（
東
）
耐
震
補
強
・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
事

〔
平
成
二
四
年
一
二
月
一
〇
日
完
成
〕

工
事
の
概
要
に
つ
い
て

環
境
工
学
科
主
任

八
杉

一
仙

平
成
二
四
年
七
月
三
日
、
通
称
第
四
教
棟
東
側
の
耐
震
補
強
・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

工
事
が
着
工
さ
れ
た
。
工
事
内
容
は
、
耐
震
補
強
工
事
、
屋
上
防
水
改
修
、
外
壁
改

修
、
そ
し
て
耐
震
改
修
工
事
に
伴
う
電
気
・
機
械
設
備
改
修
の
四
つ
に
分
け
ら
れ

る
。
こ
の
う
ち
、
耐
震
補
強
は
外
付
け
鉄
骨
ブ
レ
ー
ス
に
よ
る
五
ス
パ
ン
三
層
の

補
強
工
事
、
屋
上
防
水
は
既
設
防
水
抑
え
を
撤
去
し
予
防
措
置
と
し
て
の
改
質
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
シ
ー
ト
露
出
防
水
施
工
、
外
壁
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
は
モ
ル
タ
ル
浮
き
・
ひ
び
割
れ
・

錆
鉄
筋
な
ど
の
劣
化
部
分
の
補
修
な
ら
び
に
外

装
仕
上
げ
を
複
層
塗
材
に
改
修
す
る
こ
と
で
あ
る
。

竣
工
の
同
年
一
二
月
一
〇
日
ま
で
の
約
五
ヶ

月
間
、
一
階
の
施
工
実
習
室
と
農
業
土
木
室
、

二
階
の
パ
ソ
コ
ン
実
習
室
と
材
料
実
験
室
、
三

階
の
ワ
ー
プ
ロ
実
習
室
と
製
図
室
な
ど
を
使
用

す
る
授
業
に
お
い
て
、
騒
音
を
は
じ
め
、
部
屋

屋上防水改修の見学

―１９４―



の
出
入
り
や
水
道
使
用
制
限
な
ど
、
多
大
な
影
響
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
第
四
教
棟

周
辺
が
資
材
・
機
材
置
き
場
に
な
る
こ
と
で
、
日
頃
の
部
活
動
や
農
文
祭
な
ど
の

学
校
行
事
に
つ
い
て
も
、
少
な
か
ら
ず
支
障
が
出
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
業
者
の

計
ら
い
に
よ
り
一
〇
月
に
環
境
工
学
科
の
生
徒
を
対
象
と
し
た
工
事
現
場
の
見
学

会
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
有
り
難
か
っ
た
。
工
事
内
容
の
説
明
後
、
足
場

を
登
っ
て
屋
上
に
上
が
り
、
滅
多
に
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
改
質
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
シ
ー
ト
露
出
防
水
施
工
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
、近
く
に
い
な
が

ら
気
付
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
熱
・
臭
い
・
音
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
再

び
足
場
を
使
っ
て
下
に
お
り
、
鉄
骨
工
場
で
製
作
さ
れ
た
耐
震
補
強
の
鉄
骨
吊
り

上
げ
現
場
で
の
説
明
を
聞
い
て
、
一
時
間
の
見
学
会
を
終
え
た
。
授
業
の
関
係
で
、

環
境
工
学
科
三
年
の
環
境
土

木
コ
ー
ス
の
み
の
見
学
で
あ

っ
た
が
、
教
室
で
は
学
ぶ
こ

と
が
で
き
な
い
貴
重
な
体
験

と
な
っ
た
。

耐
震
工
事
期
間
中
、
授
業

を
中
心
と
し
た
諸
活
動
に

様
々
な
影
響
が
あ
っ
た
こ
と

は
事
実
で
あ
る
が
、
安
心
し

て
授
業
が
で
き
る
安
全
な
施

設
と
な
っ
た
こ
と
は
有
り
難

く
、
今
後
益
々
充
実
し
た
学

習
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た

い
と
思
う
。

三

パ
ソ
コ
ン
室
改
修

Ｃ
Ａ
Ｉ
学
習
装
置
の
更
新
〔
平
成
二
一
年
二
月
〕

生
産
流
通
科

上
野

和
明

「
Ｃ
Ａ
Ｉ
」
と
は
、
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
支
援
教
育
」
と
訳
さ
れ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
用
い
て
行
う
教
育
の
こ
と
で
あ
る
。

学
校
へ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
導
入
は
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
段
階
的
に
行
わ
れ
、

現
在
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
教
育
活
動
の
中
で
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
近

年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
情
報
通
信
基
盤
と
な
り
、
パ
ソ
コ
ン
や

携
帯
電
話
が
広
く
個
人
に
も
普
及
し
、
情
報
や
情
報
手
段
を
適
切
に
活
用
で
き
る

能
力
も
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
機
器
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
機
器
、
教
職

員
の
フ
ァ
イ
ル
サ
ー
バ
を
含
む
Ｃ
Ａ
Ｉ
学
習
装
置
一
式
の
更
新
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
更
新
に
あ
た
り
、
校
長
先
生
を
長
に
事
務
部
、
各
学
科
代
表
等
を
加

え
た
委
員
会
を
設
置
し
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
広
く
意
見
を
求
め
、
有
効
に
活
用

で
き
る
環
境
整
備
に
心
が
け
た
。

①
更
新
・
導
入
す
る
機
器
類
の
選
定
（
パ
ソ
コ
ン
本
体
と
ネ
ッ
ト
環
境
に
加
え

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
を
表
現
で
き
る
環
境
の
整
備
）

②
機
器
類
の
仕
様
（
機
器
の
性
能
を
保
ち
、
整
備
数
を
確
保
）

③
導
入
す
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
選
定

④
校
務
に
総
合
的
に
活
用
で
き
る
「
成
績
管
理
シ
ス
テ
ム
」
の
導
入

⑤
外
部
か
ら
の
不
正
ア
ク
セ
ス
等
を
防
止
す
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
強
化

⑥
サ
ー
バ
へ
の
保
存
デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
強
化

⑦
グ
ル
ー
プ
学
習
に
対
応
で
き
る
教
室
内
の
パ
ソ
コ
ン
機
器
の
レ
イ
ア
ウ
ト

⑧
既
存
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
機
器
の
有
効
活
用
（
ワ
ー
プ
ロ
室
に
移
設
し
、
複
数

の
ク
ラ
ス
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
二
つ
の
Ｃ
Ａ
Ｉ
教
室
を
整
備
）

今
後
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
有
効
活
用
し
、
知
識
基
盤
社
会
を
生
き
抜
く
力
を
育

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

―１９５―




